
　毎年市内農家に宿泊しながら、農業体験活動や社会貢献活動を
行っているジェフユナイテッド市原・千葉レディースＵ－15。そ
のメンバー16人と市内サッカースポーツ少年団などによる交流
サッカー教室が行われました。この日参加した子どもたちは、サッ
カーボールを使った運動やミニゲームなどを体験していました。

（７月29日／旭スポーツの森公園）

未来の「なでしこ」とサッカーで交流
ジェフユナイテッド市原・千葉レディースＵ－15サッカー教室
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数
々
の
訓
練
を
実
施

日
時
／
９
月
13
日
（日）　
午
前
８
時
30

分
〜

※
荒
天
中
止
。
午
前
７
時
ご
ろ
に
防

災
行
政
無
線
で
放
送
し
ま
す
。

訓
練
場
所
／
干
潟
中

対
象
地
域
／
干
潟
地
域

※
各
区
長
を
通
じ
周
知
し
ま
す
。

訓
練
内
容
／
避
難
場
所
ま
で
の
避
難

訓
練
、
消
火
器
を
用
い
た
初
期
消
火

訓
練
、
土
の
う
積
み
で
の
水
防
訓
練
、

自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）な

ど
に
よ
る
応
急
手
当
て
訓
練
、
応
急

給
水
訓
練
、
防
災
備
品
の
展
示
な
ど

避
難
場
所
／
干
潟
中
、
萬
歳
地
区
多

目
的
研
修
セ
ン
タ
ー
、
古
城
小

※
萬
歳
地
区
の
人
は
萬
歳
地
区
多
目

的
研
修
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
古
城
地

区
の
人
は
古
城
小
か
ら
出
る
干
潟

中
行
き
の
送
迎
バ
ス
が
利
用
で
き

ま
す
。

津
波
避
難
訓
練
も

　
訓
練
用
の
大
津
波
警
報
を
、
午
前

８
時
30
分
か
ら
９
時
の
間
に
防
災
行

政
無
線
な
ど
に
よ
り
放
送
し
ま
す
。

確
認
後
、
避
難
を
始
め
て
く
だ
さ
い
。

避
難
場
所
／
飯
岡
小
、
三
川
小
、
矢

指
小
、
富
浦
小
、
津
波
避
難
タ
ワ
ー
、

飯
岡
中
、
い
い
お
か
潮
騒
ホ
テ
ル
屋

上
、
か
ん
ぽ
の
宿
旭

対
象
地
域
／
海
岸
沿
い
の
地
区

〈
注
意
事
項
〉

●
当
日
は
訓
練
に
伴
い
、
防
災
行
政

無
線
や
消
防
車
な
ど
の
サ
イ
レ
ン

が
鳴
り
ま
す
。
火
災
と
間
違
え
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
も
う
す
ぐ
防
災
の
日（
９
月
１
日
）で
す
。
市
で
は
、
地
震
や
津
波
な
ど
の
大
規
模
な
災
害
を
想
定
し
、

総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
家
族
や
近
所
の
人
た
ち
と
そ

ろ
っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

総
務
課
地
域
安
全
班

☎
62
︲
５
３
１
１

９
月
13
日
（日）
に
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
、
そ
ろ
っ
て
参
加
を
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農地中間管理機構
（千葉県園芸協会）

①農地を借り受ける
②担い手がまとまりのあ

る形で利用できるよう
配慮して貸し付ける

③必要に応じて、農地の
利用条件を改善する

借
り
受
け

貸
し
付
け

貸し手担い手

よし、
規模拡大しよう！

農地を貸した
いなぁ……。

事
業
の
仕
組
み

　
担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化

や
耕
作
放
棄
地
を
解
消
す
る
た
め
、

農
地
を
貸
し
た
い
人
と
借
り
た
い
人

の
中
間
的
な
受
け
皿
と
な
る
農
地
中

間
管
理
機
構
が
指
定
さ
れ
、
農
地
の

集
団
化
、
経
営
規
模
の
拡
大
、
新
規

参
入
を
進
め
て
い
ま
す
。
千
葉
県
で

は
「
公
益
社
団
法
人
千
葉
県
園
芸
協

会
」
が
こ
の
指
定
を
受
け
、
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

貸
し
付
け
る
場
合

　
貸
し
た
い
農
地
が
あ
る
人
は
、
農

地
の
あ
る
市
町
村
か
、
公
益
社
団
法

人
千
葉
県
園
芸
協
会
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
農
地
の
受
け
手
を
探
し
、

賃
料
の
徴
収
、
支
払
い
を
行
い
ま
す
。

　
一
定
の
要
件
が
満
た
さ
れ
た
場
合

は
、
市
に
申
請
す
る
こ
と
で
協
力
金

の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

農
業
振
興
区
域
外
の
土
地
や
再
生
不

能
な
農
地
な
ど
、
借
り
受
け
の
対
象

に
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

除
草
な
ど
の
管
理
を

　
所
有
者
や
管
理
者
は
、
近
隣
に
迷

惑
が
掛
か
ら
な
い
よ
う
細
心
の
注
意

を
払
い
、
定
期
的
な
除
草
や
枝
切
り
、

刈
り
取
り
後
の
草
木
の
処
分
な
ど
、

年
間
を
通
じ
て
適
正
な
管
理
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

土
地
を
管
理
し
な
い
と

●
伸
び
放
題
に
な
っ
た
草
や
枝
木
が

隣
地
に
入
り
、
種
子
が
飛
ん
で
洗

濯
物
を
汚
す
な
ど
、
近
隣
に
迷
惑

を
掛
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
草
を
刈
ら
ず
に
そ
の
ま
ま
枯
ら
す

と
、
火
災
に
な
る
危
険
性
が
増
し

ま
す
。

●
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
場
所
に
さ
れ

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
害
虫
な
ど
が
発
生
し
、
近
隣
に
迷

惑
を
掛
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
道
路
の
見
通
し
が
悪
く
な
り
、
交

通
事
故
が
発
生
す
る
危
険
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

環
境
課
環
境
政
策
班

☎
62
︲
５
３
２
８

農
地
中
間
管
理
事
業

農
地
を
貸
し
た
い
人
を
募
集
し
ま
す

農地中間管理事業のイメージ 　
規
模
拡
大
し
た
い
担
い
手
に
貸
し
付
け
る
、
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
を

探
し
て
い
ま
す
。「
農
業
か
ら
の
リ
タ
イ
ア
を
考
え
て
い
る
」「
相
続
し
た
農
地

の
管
理
に
困
っ
て
い
る
」
な
ど
で
、
貸
し
た
い
農
地
が
あ
る
人
は
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

公
益
社
団
法
人
千
葉
県
園
芸
協
会

農
地
部

☎
０
４
３
︲
２
２
３
︲
３
０
１
１

市
農
水
産
課
基
盤
整
備
班

☎
68
︲
１
１
７
３

心
掛
け
ま
し
ょ
う

空
き
地
の
適
正
な
管
理

　
こ
の
と
こ
ろ
市
内
の
私
有
地
で
草
木
が
生
い
茂
り
、
近
隣

か
ら
除
草
な
ど
に
関
す
る
苦
情
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
私
有
地
は
、
所
有
者
の
責
任
で
管
理
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
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　「知り合った人と何度かメール
しているけどフェードアウトして
しまう」「一度は食事に出掛けるけ
ど、その後連絡がない」「息子がま
だ結婚しないけど、どうしたら
……」など、婚活をしている人や
悩みを持っている親御さんを対象
にした、恋愛カウンセラーの藤原

　旭市を全国にＰＲするため、旭市イメージアップキャラ
クターのあさピーが「ゆるキャラ®グランプリ2015」に参
戦します。みんなで投票して、あさピーを応援しよう！
　投票期間は８月17日（月）〜11月16日（月）までの３か月
間。ゆるキャラ®グランプリ2015のホームページ（http://

問い合わせ先
企画政策課政策推進班（☎62-5367）

幸乃さんによるカウンセリングです。個別の相談なので秘
密は守られます。
日時／９月６日（日）　午前10時30分〜午後４時30分
場所／旭市内
※参加決定者に後日案内します。
対象／旭市内で婚活をしている人や親御さん、会員
定員／10人
※相談時間１人30分。先着順で定員になり次第締め切り。
費用／1,000円
申し込み方法／タイトルに「相談申込」と入れ、住所、氏名、
性別、生年月日、携帯電話番号をメールで知らせてくださ
い。
※会員は氏名、携帯電話番号のみで可。

www.yurugp. jp/vote/deta i l .
php?id＝00001475）から、１日１回
投票することができます。

あさピーの所信表明
　「旭をもーっと元気にするため、ぼくもがんばります！」

旭市イメージアップキャラクターあさピー
「ゆるキャラ®グランプリ2015」
いざ参戦！

建物が建てられる敷地
　建物の敷地は、建築基準法で定める４ｍ以上の道路に
接していなければ建てられません。これにより、緊急車
両が入れないような住宅地が解消されます。なお４ｍ未
満の道路でも県が指定した道路であれば、建物敷地を後
退することにより建築は可能になります。
　このようなルールを守ることによって、地震や火災な
どの災害から被害を最小限に抑えることができます。
　次回は「土地の使い方のルール」の話です。

建物の建て方のルール
　前回「都市計画区域」というまちづくりのルールを定め
る区域について紹介しました。この区域内では、建物を
建てるときや増築、修繕などの際に、建築基準法に適合
した建物かどうかを確認する審査が必要になります。こ
の審査を「建築確認」と言います。では具体的にどのよう
なことを審査するのでしょうか？

第２回

都市整備課都市計画班（☎62-5355）

申し込み・問い合わせ先
旭市出会いコンシェルジュ事務局（☎62-5396・市民
生活課市民生活支援班内）
deai-con@city.asahi.chiba.jp

まちづくりのはなし

恋愛カウンセラー
「恋愛カウンセラーに聞く恋愛と結
婚の相談」を開催

建物の耐震性
　個々の建物の安全を
確保するため、建物の
構造や設備などについ
て確認を行います。こ
れにより地震などに耐
えられる建物が建築さ
れることになります。

藤原幸乃さん

毎日投票してね！
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「旭市学校警察連絡委員会」の活動 
〜子どもたちの健全育成を目指して〜
　今年２月、川崎市で13歳の少年が殺害される痛まし
い事件が発生し、凶悪・粗暴な少年非行が深刻化してい
るなど極めて憂

ゆう

慮
りょ

すべき状況にあります。このような情
勢の原因・背景としては、少年自身の規範意識の低下、
家庭のしつけや学校の在り方、地域社会の問題、少年を
取り巻く環境の悪化などの要因が、複雑に絡み合ってい
るものと考えられます。
　このような少年非行の問題は、学校や家庭、地域社会
が一体となって自他の生命を尊重し、心優しい旭の子ど
もたちを育てる取り組みが大切です。旭市においても学
校と警察署が連携し、旭市学校警察連絡委員会を設けて
います。ほかの関係機関との連携の強化も図り、非行防
止や被害防止を目指し、協議や連絡会、防犯活動の実施
などを推進しています。
　具体的には次のような活動に取り組んでいます。
●特別パトロール（七夕市民まつり、年末、年度末）
●スクールガード・リーダーによる小学校の巡回
●緊急事件発生時の対応
●こども110番の家の協力依頼
●防災行政無線を利用した帰宅を促す放送
●定期パトロール（登校時の市内全域）
●小中高指導委員会の開催
●中学校・高校・警察との連絡会の開催
●善行児童生徒の表彰
　献身的な奉仕活動を実践したり、学校のリーダーとし
て努力したり、学校や家庭、地域において、発展充実に
寄与した児童生徒を表彰します。また人命救助や顕著な

善行についても表彰しています。
●旭市不審者情報メール配信サービス
　声掛け、後追い行為、露出、個人情報を取得しようと
する不審電話などの不審者情報を配信し
ています。情報に注意するとともに、市
内全体の児童生徒の見守り活動などに活
用してください。市ホームページなどか
ら登録できます。
●青少年健全育成剣道大会
　今年で53回目を迎える
大会で、毎年12月初めに
開催しています。市内小中
学校・高校の児童生徒の剣
士が集まり、熱い戦いが繰
り広げられます。
　このような活動を通して、青少年の健全育成を図って
います。

　昭和初期に波による陸地の浸食を防ぐため、校長が掲
げた「我ら波

は

止
と

」の看板の下、子どもたちが海岸に石を置
き波止（防波堤）を築き、国・県による護岸工事着手の契
機となった。この荒波に抗して地域を愛し守ろうとした
精神や行動は受け継がなければならない。
　４年前の大津波で甚大な被害を受けた飯岡地域は、各
地から駆け付けてくださったボランティアの皆さんのお
かげで復旧が進み、卒業式を迎えることができ、授業再

開にこぎ着けた。このときの感謝の気持ちを忘れず、被
災経験をその後の生き方に生かさなければならない。
　これらの思いを込めて、４年前からボランティア活動
の充実に努めている。現在では、福祉施設での仕事の手
伝い、入居者などとの触れ合い、合唱や演奏などの発表
「しおさいマラソン大会」「いいおかYOU・遊フェスティ
バル」「花と緑で旭を元気にするプロジェクト」「未

あ し た

来への
道1000km縦断リレー」などでのもてなしや手伝いなど
を、校内でのボランティア活動と併せて実施している。
このような活動に年間数十回の募集がかけられる。生徒
は他の活動に優先して参加し、１回の募集で100人以上
の応募があることも少なくない。また最近では、生徒が
募集者となる活動も出始めた。
　この活動を通してさまざまな方々と触れ合い、多様な
体験の中で地域に貢献し、わずかながらでも支援が必要
な人たちの力となり、積極性や主体性を高め、自信や誇
りを身に付けた生徒が育ちつつあると感じている。

学びのひろば旭 vol.23
旭市教育委員会

庶務課（☎55-5721）
学校教育課（☎55-5724）
生涯学習課（☎55-5727）
体育振興課（☎64-1132）

校長リレーエッセイ

飯岡中学校と
ボランティア活動

梶山 定一

 
飯岡中学校長

13

組織イメージ図

旭市学校警察連絡委員会

熱戦が繰り広げられる大会

市教育
委員会

小学校
中学校
高　校

旭警察署 関係機関
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…申し込み　問…問い合わせ

県立旭農業高等学校
「学校開放講座」
内容・期日／●パン作り： 10月14日
（水）　●うどん作り：10月15日（木）
●乳製品の製造：12月８日（火）
時間／午後１時〜５時
場所／県立旭農業高等学校
定員／20人
費用（３回分）／1,000円
申込期間／８月20日（木）〜25日（火）

県立旭農業高等学校（☎62-0129）

働くことに悩みを抱えている若者へ
無料相談会を開催
日時／８月28日（金）　午後１時〜５
時　※要事前予約
場所／第二市民会館
対象／15歳以上40歳未満の自立に悩
む無職の人、またはその保護者

ちば北総地域若者サポートステー
ション（☎0476-24-7880）

債務整理や借金の不安に対応
「おかね」と「こころ」の無料相談会
日時／８月27日（木）　午後６時〜８
時30分　※要事前予約、１人50分。
場所／旭市消費生活センター（青年の
家１階）

旭市消費生活センター（☎63-72 
72）

平成28・29年度に市が行う入札へ
の参加には事前の登録が必要です
受付期間／９月16日（水）〜11月16日
（月）　午後５時
※くわしくは、市ホームページまた
は「ちば電子調達システム」のホー
ムページ（https://www.chiba-ep-
bis.supercals.jp/portalPublic/）
で確認できます。
市財政課契約検査班（☎62-5394）、

千葉県電子自治体共同運営協議会サ
ポートデスク（☎043-441-5551）

市税の休日・夜間納税窓口

〈日時〉
●休日納税窓口：８月23日（日）　午
前８時30分〜午後５時

●夜間納税窓口：８月25日（火）　午
後８時まで

〈場所〉
　税務課
税務課収税班（☎62-5322）

介護保険料の納付と要介護認定の
申請の夜間窓口
　日中に納付や申請が困難な人のた
め、介護保険料の夜間納付と要介護認
定（個人申請分）の夜間申請を受け付け
ます。
日時／８月25日（火）　午後８時まで
場所／高齢者福祉課
高齢者福祉課介護保険班（☎62-53 

08）

　先月消費者庁は、カニなどの海産物の電話勧誘販売を
している事業者に対し、違法な勧誘があったため業務の
一部を３か月間停止する命令を出しました。消費者庁は
トラブルに遭わないよう、注意のポイントなどを紹介し
ています。

法律違反の勧誘手口
再勧誘
　何度も「要りません」と言っているのに「何とか買って
ください」「お願いします」と勧誘をやめない。
不実告知（事実と違うことを言う）
◦購入したこともないのに「以前も買ってもらったので
カニを送ります」と言う。「買っていない」と告げても
「いいえ、頼んでいますよ」と言い続ける。
◦「金賞を受賞したカニです」とうそを言ったり、通常価
格なのに「４万円を１万５千円にします」などと言った
りして、特別に良いものだと思わせる。

◦クーリング・オフ期間内にキャンセルを申し出たのに
「もう発送した。生ものはキャンセルできない」と言う。

アドバイス
◦断るのに理由や遠慮は要りません。会話を長引かせず
「要りません」ときっぱり断わり、電話を切りましょう。
消費者が断っているのに何度も勧誘することは法律で
禁止されています。

◦注文していないのに「あなたから注文を受けたから送
る」「送ったから代金を払え」という悪質な勧誘もあり
ます。はっきり「注文していません」「払いません」と伝
え、電話を切りましょう。

◦カニなどの生鮮食料品も８日間以内であれば、配送済
みでもクーリング・オフができます。８日間が過ぎて
しまっても勧誘に問題があれば解約できる場合もあり
ます。諦めずに消費生活センターに相談してください。
旭市消費生活センター（☎63-7272）・相談直通電話

（☎62-8019）

カニなどの海産物を勧める違法な電話勧
誘に注意

消費生活センター

ほっと通信 Vol.53
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お知らせ
Information

蔵書点検などのため休館します
市図書館と各公民館などの図書室
期間／９月３日（木）〜８日（火）
対象施設／市図書館、海上公民館・い
いおかユートピアセンター・干潟公民
館の各図書室
市図書館（☎62-2560）

作品を募集しています
明るい選挙啓発ポスター・標語
ポスターの部
内容／明るい選挙の推進を表すもの
大きさ／382㎜×271㎜のものから
542㎜×382㎜のものまで
応募上の注意／作品の裏側右下に住所、
氏名（ふりがな）、年齢を記入すること。 
※１人１点まで、自作のものに限る。
標語の部
内容／①きれいな選挙を表すもの　　
②棄権防止の呼び掛けを表すもの
字数／20字以内
応募上の注意／●短冊１枚に１点を記･
載すること。 ●作品の左横に住所、氏･
名（ふりがな）、年齢を記入すること。
※１人２点以内、自作のものに限る。

〈共通事項〉
申込期限／９月11日（金）
申し込み方法／持参または郵送してく
ださい。 ※作品は返却しません。入
賞作品の版権は主催者側に属します。

〒289-2595　旭市ニの1920　
旭市選挙管理委員会（☎62-5310・総
務課庶務行政班内）

「下水道排水設備工事責任技術者」
の登録更新手続きを忘れずに
　申請書類を登録住所地に郵送します
ので、早めに手続きをしましょう。
対象／資格有効期限が平成28年３月
31日（木）までの人
受付期間／９月１日（火）〜14日（月）
申請場所／千葉県下水道協会事務局
（千葉市）

千葉県下水道協会事務局（☎043-2 
45-6112）、市下水道課管理班（☎62-
5357）

医療費の一部負担金の減免制度

　災害や失業など特別な事由に該当
し、収入が生活保護基準以下などの条
件を満たす場合は、医療費の一部負担
金の減免・徴収猶予の申請ができます。
保険年金課国民健康保険班（☎62-5 

331）

実施されます
「危険物取扱者保安講習会」
期日／10月16日（金）
場所／匝瑳市民ふれあいセンター
申込期間／８月24日（月）〜28日（金）
申し込み方法／消防本部、消防署、海
上・飯岡・干潟分署にある申請書に必
要事項を記入し、申し込んでください。

消防本部予防課危険物班（☎63-
5356）

市営住宅の入居者を募集

募集期間／８月17日（月）〜31日（月）
※土・日曜日を除く。

〈募集住宅〉
●みどり住宅（ニの5665）
　２ＤＫ（34.00㎡）、簡易耐火平屋建
て、昭和45年度建設…１戸

　２ＤＫ（36.52㎡）、簡易耐火平屋建
て、昭和47年度建設…１戸

●香取住宅（鎌数5146）
　３ＤＫ（44.90㎡）、簡易耐火平屋建
て、昭和51年度建設…１戸

●萩園住宅（萩園1810-2）
　１ＤＫ（41.40㎡）、中層耐火３階建
て、平成25年度建設…１戸

●双葉団地Ａ（萩園1243-7）
　３ＤＫ（57.10㎡）、中層耐火４階建
て、昭和53年度建設…１戸　※単
身世帯は不可。

●下永井団地（飯岡3491）
　３ＤＫ（44.30㎡）、中層耐火４階建
て、昭和46年度建設…１戸　※単
身世帯は不可。

申し込み方法／財政課や各支所にある
所定の用紙に必要事項を記入し、必要
書類を添えて提出してください。 
※申し込み（入居）には一定の条件あり。

財政課管財営繕班（☎62-5315）

募集
Recruitment

成人式であなたの思いを発表しよう
「二十歳の思い」発表者
期日／平成28年１月10日（日）
対象／本年度に成人式を迎える人（平
成７年４月２日〜８年４月１日生）
定員／５人程度
発表内容／成人式を迎えての抱負
※題名は自由で、持ち時間は５分以内
（400字詰め原稿用紙４枚程度）。

申込期限／９月18日（金）
生涯学習課社会教育班（☎55-57 

27）

防衛・防衛医科大学校の入学生

防衛大学校学生（推薦）
申込期間／９月５日（土）〜９日（水）
試験日／９月26日（土）、27日（日）
防衛大学校学生（総合選抜）
申込期間／９月５日（土）〜９日（水）
試験日／９月26日（土）
防衛大学校学生（一般前期）
申込期間／９月５日（土）〜30日（水）
試験日／11月７日（土）、８日（日）
防衛医科大学校医学科学生
申込期間／９月５日（土）〜30日（水）
試験日／10月31日（土）、11月１日（日）
防衛医科大学校看護学科学生（自衛官
候補看護学生）
申込期間／９月５日（土）〜30日（水）
試験日／10月17日（土）

〈共通事項〉
対象／高等学校を卒業（見込みを含む）
した21歳未満の人　※防衛大学校学
生（推薦）は、成績優秀かつ顕著な実績
を収め、学校長が推薦できること。
自衛隊成田地域事務所（☎0476-22- 

6275）

晴れ着姿で思いを述べる
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　食欲が低下しがちな夏場でもスパイスの風味でおいしく食
べられるメニューです。豚肉に含まれるビタミンB1は、体内
で炭水化物を効率よく利用するために必要で、食品全体でも
豚肉がトップクラスの含有率です。

VOL.67 チリコンカン

①タマネギ、ニンニクはみじん切りにする。
②�フライパンに油を熱して①を炒め、しんなりした
らひき肉を加えてポロポロになるまで炒める。さ
らにカレー粉・一味唐辛子を加えてさっと混ぜ、
Ａを加えて煮立てる。

③�あくを除いてゆで大豆を加え、汁気がなくなるま
で15〜20分煮る。

④�Ｂを加えて味を調え、器に盛り付けてパセリを散
らす。

作り方

【８月１日現在】		  前月比　
　人　口	 67,753人　	 （＋7人）
　　男	 33,272人　	 （▲7人）
　　女	 34,481人　	 （＋14人）
　世帯数	 25,450世帯	（＋31世帯）

人のうごき

【７月の移動】
　転入　230人　　出生　41人
　転出　212人　　死亡　52人

火災
【７月】　　　　  平成27年の累計
　建物火災	 3件	 （11件）
　そのほかの火災	0件	 （9件）

交通事故
【７月】　　　  平成27年の累計
　事故件数	 155件	（1,104件）
　死亡者数	 0人	 （2人）

データシート

おい
しく食べよう

簡単・ヘルシーレシピ

旭産

平成27年８月15日発行［毎月２回 １日・15日発行］　編集：旭市役所秘書広報課
〒289-2595 千葉県旭市ニの1920番地　☎0479-62-1212（代表）

旭市ホームページ　http://www.city.asahi.lg.jp/

　広報あさひは、グリーン購入法に基づく基本方針の判断基準
を満たす用紙、誰にでも読みやすいUD（ユニバーサルデザイン）
フォント、環境にやさしい植物油インキを使用しています。

ゆで大豆････････････ 240g
豚赤身ひき肉････････ 160g
タマネギ･････････････ １個
ニンニク･････････････ ２片
カレー粉･････････ 小さじ４
一味唐辛子･･･････････ 少量

材料 （４人分）

サラダ油･････････････ 適量
パセリのみじん切り･･･ 少量
　トマトジュース（食塩無添加）･･ １カップ
　固形コンソメ･･･････ １個
　トマトピューレ･･ 大さじ２
　塩・こしょう･････ 各少量

A

B
問旭市保健推進員協議会(☎63-8766・健康管理課
予防班内)

子どもたちの持つ
無限の可能性を導き出す

旭市スポーツ少年団本部長

１人分の栄養価　エネルギー237kcal、塩分0.7ｇ

【旭市スポーツ少年団】

キラリあさひ人キラリあさひ人
まちの主人公は「ひと」。

さまざまな分野からキラリ輝く人を

ピックアップし、紹介します。
vol.50

えるところが良い」と市民体育祭や市民駅伝大会への参
加にも積極的だ。
　「ここ数年、少子化などの影響で入団者が減り、統合
する団も出てきている」と寺嶋さん。スポーツを始める
きっかけになればと、最近では日曜日に共和小のグラウ
ンドで、５歳から小学校低学年を対象にした少年野球教
室を開いているのだという。
　「今は昔と違って、いろいろなスポーツを専門に取り
組むことができる。どんどん挑戦してもらいたい」と寺
嶋さんは「旭っ子」たちにエールを送る。
行政へ一言！
　旭市は、野球場をはじめスポーツ施設が近隣市の中で
も一番充実しています。これからもスポーツ振興のため
に施設の維持をお願いいたします。

寺嶋 良
りょう

衛
え

さん（鎌数）

　青少年のスポーツを振興し、心
身の健全な育成を図る旭市スポー
ツ少年団。現在、野球、剣道、サッ
カー、バドミントン、ミニバスケッ
トボール、柔道の6種目19団が活
動している。写真は市民体育祭ス
ポーツ少年団対抗リレーの様子。

「子どもには無限の可能性があります。スポーツに
興味を持ったら、小さいうちから体験させてほ

しいですね」。地元の少年野球チーム、共和スポーツ少
年団の監督として、長年子どもたちの育成指導を行って
きた寺嶋さんはそう話す。
　指導者として活動を始めたのは昭和61年のこと。共
和スポーツ少年団に入団した長男を、自分の手で野球選
手として育ててみたいと思ったことがきっかけだった。
そして持ち前の指導力で監督を務めた24年間に、弱小
だったチームを市内大会優勝16回、県大会準優勝２回
の強豪に育て上げた。
　現在ではその経験を生かし、旭市スポーツ少年団の本
部長として、団の普及や活動の活発化に力を注ぐ。また
「子どもたちがみんなで参加できて、同じ種目で競い合


